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１．はじめに

　航空レーザー測量技術に基づく赤色立体地図は、

アジア航測株式会社の千葉達朗が考案（千葉2006・

千葉ほか2007）し、現在、同社が特許（第3670274

号・第4272146号）を保有する新しい地形表現手法

による立体地図である。この手法によると、樹木の

伐採を行わずに、樹木に覆われる前の地形を可視化

することが可能であり、すでに奈良県箸墓古墳・コ

ナベ古墳、大阪府大山古墳（伝仁徳天皇陵）調査や

長崎県原城跡調査ほかで実際に赤色立体地図の作成

が行われ、その有効性が実証されている。2017年

にはアジア航測株式会社が教育・研究者向けに赤色

立体地図を公開し、国土地理院も2018年６月に公

開した。

　東北地方においても、遺跡の分布調査（南陽市教

育委員会2017a）や古墳の測量調査（南陽市教育委

員会2017b）において活用されはじめている。

２．経緯

　東北歴史博物館の考古分野では2008年度から

2009年度にかけて（2011年３月に予定した調査は

中止）、宮城県大崎市から東松島市、石巻市にかけ

て８世紀を中心に設置された城柵官衙関連遺跡の外

郭・防塁線を確認するための分布調査を行って来た。

　筆者は三陸自動車道（現三陸沿岸道路。以下、三

陸道と表記）建設に伴う桃生城跡の発掘調査（宮城

県教育委員会2006）を行っている。2009年に行った

東北歴史博物館考古分野による踏査では、涌谷町日

向館跡において布目瓦が表面採集された。

　なお、東日本大震災以降、東北歴史博物館からも

考古分野学芸員２名（2014年からは１名）が復興発

掘調査に従事することとなり、城柵官衙遺跡関連の

分布調査は中止し、調査成果の取りまとめも延期し

てきた。

　今回、報告するにあたり、補足の調査として

2018年９月18日には涌谷町教育委員会生涯学習課

文化財保護班および長年踏査に取り組んできた藤原

二郎氏と日向館跡の踏査、11月26日には石巻市教

育委員会複合文化施設開設準備室と桃生城跡東側部

分の踏査を行っている。

相　原　淳　一（東北歴史博物館）

谷　口　宏　充（東北大学名誉教授）・千　葉　達　朗（アジア航測㈱）

図1　遺跡の位置
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３．石巻市桃生城跡とその周辺

Ａ．研究略史と周辺の遺跡

　『続日本紀』に記される桃生城に関する研究史は

『矢本町史』（1973）や「桃生城擬定地をめぐる研究史」

（宮城県多賀城跡調査研究所1975）・『河北町誌』上

巻（1975）・『桃生町史』第５巻通史編（1996）が詳しい。

それらによると、熊谷真弓（1895）によって唱えら

れた桃生郡北端の標高159mの「茶臼山」説が最有

力とされ、1950年代まではほぼ定説（池内1929・伊

東1957）とされていた。ただし、茶臼山からは古瓦

などの考古学的な確証を得ることができず、再検討

の余地を残していた。

　喜田貞吉（1923）は延喜式内社の「飯野山神社の向

う側の字長者森から布目瓦が出土する」ことから、「古

い寺でもあったらしい。」と後の桃生城長者森説の原

形となる説を提唱していた。

　高橋富雄（1963）は「丘陵台地の突端、大谷地飯

野新田の台上」から「奈良時代末期と推定されると

ころの各種の瓦」「土師器・須恵器をともない、大

きな施設があったことが確認できる。」とし、「桃生

町太田地区と河北町大谷地地区の接壌地帯」を最も

有力な桃生城擬定地とした。ただし、高橋が確認し

た調査地は明示されず、長者森と「飯野新田の台」

を同一視してよいかどうかは定かではない。宮城県

遺跡地名表には、飯野字新田に所在する「飯野館跡」

（図4-4）の出土品に瓦・土師器が記載されており、

高橋の言う「丘陵台地の突端、大谷地飯野新田の台

上」とはむしろこの「飯野館跡」を指しているよう

である。なお、高橋の記述中には土塁等の施設に係

る部分はない。

　紫桃正隆の調査（1973）では、「長者森城」の南側

の広い台地の「二の丸か、南出丸」から「最近、数

多くの古代瓦、須恵器などが出土した。」としてい

る。紫桃の調査は記述と略図から図４×印付近のこ

とと考えられる。

　紫桃の調査に先立ち、小野寺正人（1969）は長者

森には土塁等が存在すること、奈良時代末期と推定

される布目瓦や土師器・須恵器が出土することから、

桃生城跡として有力な推定地であることを述べてい

る。桃生城の範囲は東は桃生町太田越路から飯野本

地に至る線、西は桃生町袖沢から小池を通り河北町

新田にいたる線、北は桃生町九郎沢から南は河北町

飯野新田に至るとしており、宗全山（愛宕山）を頂

点とする丘陵全域を桃生城とし、長者森の方形土郭

を桃生城の中心施設と位置づけている。

　小野寺の示した桃生城の範囲は、図４に示した地

形的にもまとまりのある一帯地を指している。この

太田１）（旧桃生町）・飯野（旧河北町）地区には、延

喜式内社の日高見神社・飯野山神社が所在し、日高

見神社からは古瓦も出土することから、桃生城擬定

地（加藤1961）のひとつとされたこともある。

　宮城県多賀城跡調査研究所（以下、宮多研と表記）

の1974年から2001年まで、間をおいて計10次に及

ぶ発掘調査によって、現在の東西二郭構造の桃生城

域が確定した（宮多研2002）。

　2001年から始まっ

た三陸道建設に伴う

発掘調査では、角山

遺 跡（図4-16）の丘

陵尾根に沿って柵列

跡（図２）が検出さ

れた。この柵列は調

査範囲を超えて延び

ており、桃生城の一

番外側の外郭線の一

部と考えることもで

きよう。細谷B遺跡
（宮城県教育委員会2005） （宮城県教育委員会2006）

図2　角山遺跡柵列跡（北から） 図3　細谷B遺跡SI02住居跡（南から）
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（図4-10）第２号住居の暗渠には、桃生城の瓦が用い

られており、桃生城との直接的な関連が窺われた。

これらは小野寺が提唱した太田・飯野全域に及ぶ広

域桃生城説を裏付ける証左のひとつと考えられる。

その場合、ほぼ同時代の伊治城は段丘地形全域を外

郭施設で囲み、北側に居住域、最も南側に内郭・政

庁を配しており、同一の構造として捉えられよう。

　桃生城の隣接地の調査（宮城県教育委員会2006）

では、桃生城とされた範囲の東側から土塁（SX03）

や大溝（SD02・04・05）が確認され、桃生城の規模

と構造・変遷については、今後の課題とした。

　参考までに、『安永風土記』（1776）では、図４右

Aのかつて桃生城に擬定されたこともある安倍館は

安倍貞任が、Bの太田館は八幡太郎義家が拠点にし

たと伝えている。安倍館の東～南側の九郎沢・入

沢・拾貫には「金を採掘した跡が無数」に残されて

おり、年代不詳のE太田金山跡（桃生町史編纂委員

会1988）と称されている。

図4　桃生城とその周辺遺跡（「宮城県遺跡地図」（web版）宮城県教育庁文化財課HPから）
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図５　桃生城とその周辺（1961年国土地理院空中撮影）
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Ｂ．赤色立体地図・空撮写真からみた桃生城跡周辺

　赤色立体地図（以下、赤色図と表記）および空中

写真（以下、空撮と表記）を中心に比較検討する。

　なお、赤色図（口絵３）では等高線方向の高まり

も読み取られるが、段々畑の段を表しているものが

多い。基本的に等高線に交差するラインを破線で落

とした。空撮（図５）は1961年に国土地理院が行っ

たものを中心に使用した。2013年国土地理院空撮

や2019年Google衛星画像も随時、参照した。

（a）A地区（図５③）

　外郭線北西隅地区である。宮多研第４次調査が行

われ、３条の土塁跡・築地塀跡が調査されている。

赤色図・空撮では、さらに外側にもう１条の土塁状

の高まり（④？）が読み取られる。

（b）B（１）地区（図５④）

　外郭線北部中央地区である。宮多研第１・２次調

査が行われ、横「Y」字状をなすSF11・12土塁跡が

検出された。赤色図では、平行する形で横「Y」字

状の土塁状の高まりが読み取られ、空撮図でも③？

がSF11に平行して、土塁状の高まりと溝状の窪地

が確認される。空撮図では④～⑧の土塁状の高まり

が確認されるが、赤色図では不明である。

（c）B（２）地区（図５⑤）

　外郭線北東隅のさらに北側部分である。①～⑤の

土塁状の高まりが確認される。このうち、①と②の

間は、溝状をなしている。赤色図では地形そのもの

がすでに失われており、確認することができない。

（d）C（１）地区（図５⑥）

　外郭線の南西部である。赤色図・空撮ともに①～

④の土塁状の高まりが確認される。

（e）C（２）地区（図５⑦）

　外郭線南西部である。宮多研第５次調査でSD54

大溝跡とSA53材木塀跡が検出されている。空撮で

は林地の中に平行する２条の土塁状の高まり・大溝

状の窪地が確認され、畑の形状にも反映している。

赤色図では土地改変が著しく、明確ではない。

（f）D地区（図５⑧）

　政庁域・西側官衙地区の桃生城の中枢地区である。

赤色図（口絵３⑤）・空撮ともに明瞭に東西南北辺の

築地塀を読み取ることができる。赤色図・空撮では

政庁域の外側に、宮多研第２次調査で確認された政

庁東側のSF10版築遺構から連なる土塁状の高まり

が二重に囲んでいる。西側官衙地区も同様に土塁状

の高まりが二ないし三重の長方形状にめぐっている。

（g）E地区（図５⑨）

　外郭線の東側である。三陸道建設に伴い、新田東

遺跡・桃生城北東隅地区の発掘調査が行われている。

桃生城北東隅地区の調査では、SX03土塁跡・SD02

溝跡等が検出され、従来の外郭施設の外側に遺構が

存在することが確実となった。新田東遺跡の東側縁

辺には２条の土塁状の高まり（図６①②）が存在す

る。今回、石巻市教育委員会と土塁状の高まりを実

際に踏査によって確認している。

（h）F地区（図５⑩）

　紫桃正隆（1973）の調査では、①の土塁が略図に

記されており、赤色図・空撮ともに確認される。

（i）G地区（図５⑪）

　飯野館跡である。高橋富雄（1963）の調査地と推

定される。赤色図・空撮では、一部二重をなす土塁

状の高まりがめぐっている。

（宮城県教育委員会 2003）

① ②

①　2001年空撮 ②　2018年踏査

図６　新田東遺跡東縁辺の土塁状の高まり
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４．涌谷町日向館跡とその周辺

Ａ．研究略史と周辺の遺跡

　『続日本紀』に記される「小田郡」に関する考古学

的な研究は、黄金山産金遺跡を主軸として行われて

きた（佐々木1965・涌谷町編1994）。その研究史の

淵源は江戸時代まで遡り、沖
おき

安
やすみ

海、大槻文彦、渡辺

萬次郎、小野田匡高、扇畑忠雄、伊東信雄、内藤正

恒、佐々木敏雄らが論考を重ねている。詳細な研究

史は佐々木の論考に依ることとし、ここでは小田郡

に関連する公的施設があったと推定されている「日

向館跡」２）（佐々木1965）を中心に、その周辺にみ

られる土塁状の高まり等について検討する。

　『宮城県遺跡地図』（宮城県教育委員会1998）では、

日向館跡は平安・近世の散布地・城館としており、

出土品として近世陶器・寛永通宝が記載されている

に過ぎない３）。佐々木が「小田郡に関連する公的施

設」と考えた主たる根拠は、神明社妙見宮４）境内に

鎮座する多賀神社との関係においてである。佐々木

はこの多賀神社を小田軍団の守護神として勧請され

たと理解した。

　城山裏土塁跡も、宮城県遺跡地図（1998）では

「中世？」とのみ記され、遺跡の範囲も、佐々木が

『涌谷町史』で指摘する「コ」の字状をなしていな

い。佐々木の言う「コ」の字状とは「城山の現涌谷

中学校の北方の裏から福沢公園の峯（桂巌院）を経

図７　日向館跡とその周辺遺跡（「宮城県遺跡地図」（web版）宮城県教育庁文化財課HPから）
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て黄金迫の西方の山に至る丘陵台地、更に黄金迫の

八
はっぽうや

方谷にみられる土塁を、城山・妙見山などの中心

部を東西・北方で「コの字」状に防禦する古代施設」

とし、「涌谷城は古代の遺構を受け継いだものでは

なかったか」と述べている。現地の標柱にも、『涌

谷町史』と同様の主旨が記されている。

　涌谷町教育委員会は2007年からこの「土塁状の高

まり」の踏査とボーリング調査を行い、2009年から

は宮城県多賀城跡調査研究所と合同で発掘による確

認調査を行っている。同年、東北歴史博物館考古分

野でも、日向館跡などの踏査を実施した。

Ｂ．赤色図・空撮からみた日向館跡周辺

（a）Ａ（１）地区（図８③）

　涌谷中学校（字内林）と清浄院墓地（字上
かみちょう

町）の地

境付近を東西方向に二重の土塁状の高まり（①・②）

が延びている。1961年空撮では、やや南側にはも

う１条の土塁状の高まり（③）が延びていたが、現

在は涌谷中学校のグラウンドになっており、残って

いないようである。

（b）Ａ（２）地区（図８④）

　涌谷城本丸（涌谷神社：字下町）と江合川の間の

部分である。『涌谷町史』（1965）編纂時の地形がほ

ぼ1961年空撮には写っているが、1970年代後半の

江合川及び道路改修によって大きく改変され、現在

は河川敷となっている。佐々木（1965）の指摘する

「コ」字状に囲む土塁の西側と思われる部分が、か

つて涌谷神社（涌谷城本丸跡）方向に向かって、３

連延びていた（①～③）。

　涌谷城部分は、築城時の工事や公園整備あるいは

江合川及び道路改修等によって失われ、現在、土塁

状の高まりを赤色図においても読み取ることはでき

ない。

（c）B地区（図８⑤）

　赤色図・空撮ともに涌谷字田
た

下
じた

から上町の丘陵

縁辺に沿って、２～３重の土塁状の高まりが延びて

いる様子が読み取られる。ただし、北の上町側は民

家が多く、土塁状の高まりはあまり明確ではない。

北東側の田下地区では、丘陵縁辺に２条（①・②）、

東側で南に向きを変える土塁状の高まりが１条（③）

延びており、土塁状の高まりに沿って、溝状の窪地

が続いている。1961年の空撮では、畑地が大きく広

がり、民家があったが、現在は林地となっている。

（d）Ｃ（１）地区（図８⑥）

　『宮城県遺跡地図』（1998）に登録されていた最も

典型的な城山裏土塁跡（37037）が所在する。涌谷字

福沢・八幡山・内林ほかに所在する。2009・10年

の涌谷町教育委員会の調査（福山宗志2010・涌谷町

教委区委員会2011・2016）では、６本の調査トレン

チが入れられ、SF1 ～ 7までの土塁跡の２～３条の

土塁と、土塁間あるいは土塁に沿ってSD1 ～ 5の

溝跡が検出されている。溝の中位からはいずれも、

十和田aテフラ：To-a（915年）が検出されている。

それぞれ２時期の変遷が確認され、瓦塔台部破片・

須恵器片・土師器片等が出土し、８世紀～ 10世紀

前葉以前の奈良・平安時代の遺構と考えられた。

（e）Ｃ（２）地区（図８⑦）

　字福沢～神明社東～黄金迫地区である。城山裏

土塁跡（37037）は「八十八カ所堂」から続く二重の

土塁（①SF7・②SF6）は東南東方向にほぼ直進し、

①′・②′で北東方向に折れている。この土塁状の

高まりは現存しており、赤色図でも読み取ることが

できる。①′・②′にほぼ平行する形で、③・④の

土塁状の高まりがある。⑤は黄金迫山を取り巻き、

東西方向の⑥・⑦および南北方向の⑧・⑨の土塁状

の高まりがある。ただし、⑧・⑨は民家が建て込ん

でおり、不詳である。

（f）Ｄ（１）地区（図８⑧）

　日向館跡・黄金迫遺跡・日向前遺跡周辺である。

　日向館跡の内部施設は赤色図で読み取ることがで

き、頂部平場には大きな方形の壇があり、その壇を

北北東方向の堀が切っている。1961年空撮では①・

②に方形をなす区画施設の名残がみられ、③～⑤の

土塁状の高まりや段に続いている。館の裾部には⑥

～⑩の土塁状の高まりがある。⑪～⑫は南北方向に

延びているが、民家が建て込んでおり、不詳である。

　丘陵の最も低い裾部の⑦では2014 ～ 15年に発掘

調査で奈良・平安時代の４棟の掘立柱建物跡、区画

施設（SA6 ～ 8材木塀跡・掘立柱列）、溝跡等が検

出され、瓦・土壁・土師器・須恵器が出土した（涌
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図８　日向前館跡とその周辺（1961年国土地理院空中撮影）
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谷町教育委員会2016）。なお、調査地区は字日向町

である。日向前遺跡は字福沢に登録されており、齟

齬がある。赤色図（口絵４⑥）では日向館の南側丘

陵裾部は微高地となっており、さらに南側は低湿地

（字見龍寺浦・浦町前西）が広がっている。

　日向館跡東側の神明社東遺跡は現在、黄金迫遺跡

に統合されている。佐々木（1965）によると、行基

葺丸瓦が出土したのは「黄金迫八番地」と明記して

おり、現在の統合された黄金迫遺跡でも南東側で、

丘陵の最も低い裾部に遺跡は広がっている。

（g）Ｄ（２）地区（図８⑨）

　日向館跡から北側の福沢遺跡～黄金迫山周辺であ

る。かつて佐々木（1965）が指摘した「コ」字状の東

辺をなす部分である。1976年の宮城県遺跡地図（図

９）や文化庁文化財保護部（1978）『全国遺跡地図　

宮城県』では、黄金迫山を日向館跡としていた。赤

色図・空撮ともに、土塁や段、堀切り等の施設が多

数読み取られ、むしろ日向館の一部を構成する郭が

続くものと考えられよう。これらの遺構が中世以降

に限定されるのか、古代まで遡るものが含まれてい

るのかは不明である。福沢遺跡や統合された旧神明

社東遺跡からは土師器や須恵器が採集されており、

古代まで遡る遺跡は確実に北側まで広がっている。

（h）Ｅ地区（図８⑩）

　土師器・須恵器の散布地として知られる八方谷遺

跡を中心とした地区である。2008年に涌谷町教育

委員会と宮多研のボーリング調査によって溝状の窪

み部分には十和田aテフラが堆積していることを確

認し、古代の土塁状の高まりが中江川が南流する沖

積平野を越えて続いている可能性があることを明ら

かにしている。赤色図（口絵４⑦）では頂部からさ

らに南に土塁状の高まりは連続している。

（i）Ｆ地区（図８⑪）

　涌谷字大
おおくずし

崩に位置する。箟
ののだけ

岳山塊から西南西に延

びる低い丘陵の尾根筋からやや南側に、二重の土塁

状の高まりが確認された。一部はやや南側にもう

１条の土塁状の高まりがあり、三連となっている。

ボーリング調査は行っていない。

　現在、二重の土塁の溝状の窪み部分をやや平坦に

整え、愛宕神社が鎮座している（図10）。この神社

は天正19年（1591）、亘理氏移封の折に、亘理から

図10　愛宕神社

　社殿の東側の２重の土塁状の高まりの様子。少し離れた南側には

もう一条の土塁状の高まりが走っている。

　祭神は軻
か

具
ぐ

突
つ

知
ち

命（火の神）。拝殿・本殿が溝状の窪地に直列する。

かつてこの地には烽
のろしば

場があったという伝承がある。

（宮城県教育委員会1976ab）
図9　宮城県遺跡地図・地名表（1976年）



東北歴史博物館研究紀要20（2019. ３）

－54－

将来した三社のうちの一社であり、土塁状の高まり

は少なくともそれ以前の構築と考えられよう。

Ｃ．日向館跡でこれまで収集された遺物

　日向館跡からこれまで収集された遺物は、現在、

涌谷町教育委員会が収蔵・保管している。遺物は教

育委員会が調査したもののほかに、佐々木茂楨・藤

原二郎・安達訓仁・大谷基の各氏が、踏査の折に採

集し、寄贈したものが含まれている。今回の合同踏

査で採集されたものも含め、その概要を記す。

（a）遺物の散布状況

　遺物は神明社境内をはじめ、参道石段、西側木立

等から収集されている。かつては北側にあった段々

畑からも土師器や須恵器が出土しており、神明社の

鎮座する丘陵全体から、丘陵地形から沖積地に移行

する微高地にも遺構や遺物があることがこれまでの

調査で明らかとなっている。

（b）収集資料の概要（図11）

　収集資料は近世以降のものを除き、約100点ある。

布目瓦、須恵器、土師器、赤焼き土器、中世陶器、

鉄滓、ふいごの羽口、不明土製品・鉄製品等である。

①布目瓦　丸瓦・平瓦があり、平行叩きによるもの

と縄叩きによるものとがある。瓦頭は未発見であ

る。平行叩きによるものは焼成堅緻で青灰色～灰白

色を呈するものが多い。縄叩きによるものは、被熱

による赤変瓦がやや目立っており、瓦葺建物の焼失

の可能性が窺われる。

②須恵器　９世紀の底部が回転糸切りの坏（23）に

は、被熱による赤変が顕著に認められる。鉢（19）

には「□當？」の墨書がある。

③土師器　７世紀末～８世紀中頃の在地化した関東

系土師器坏（24）がある。

④赤焼き土器　底径４～６㎝のごく小さな坏・小皿

類がある。

⑤中世陶器　常滑系の甕がある。

（c）予察的検討

　以上、日向館跡の収集資料からも、佐々木（1965）

が指摘するように「小田郡に関わる公的施設」の存

在が想定される。黄金山産金遺跡から出土する瓦

は、「すべて縄叩き」（伊東1960）とされており、そ

れよりは古い多賀城創建期の様相を呈する瓦があ

る。伊東はかつて『宮城県史』（1957）において、多

賀城創建頃に、天平五柵が石巻平野から大崎平野に

かけて造営され、牡鹿柵・新田柵・玉造柵・色麻柵

の四柵と不明の一柵があり、その不明の一柵に小田

郡中山柵５）を充てた。中山柵の記録自体は『日本後

紀』延暦23年（804）が初出ではあるが、「当時の情勢」

からその創建は天平期まで遡る可能性を指摘してい

る。日向館跡の収集資料からも、他の四柵推定地と

同様の傾向性が認められ、その存続期間の長さから

も、小田郡家、天平五柵の不詳の一柵（あるいは中

山柵）、小田軍団に関わる城柵などの役割を担いな

がら、中世城館へと変容していったものと考えられ

る。そうした意味では、大崎市名生館官衙遺跡（官

多研1981他）が最も類似した遺跡と言えよう。

表１　日向館跡の主な採集資料観察表
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図11　日向館跡の主な採集資料
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　なお、日向館跡から北西の加護坊山（加護山国家

安楽寺跡）の南側に広がる涌谷町上郡・下群地区（図

12）には、古代の集落跡とともに、大崎市側にかけ

て横穴墓群が分布しており、布目瓦は未発見ながら

も、充分に郡家の存在を窺わせるものがある。その

場合、遠田郡家、あるいは小田郡家の移転も含めて

日向館跡との関係が問題となるが、上郡・下郡地区

の発掘調査が行われておらず、不詳である。

　また、加護坊山から東には、坂上田村麻呂が大同

2年（807）に創建と伝える箟岳山箟
こ ん ぽ う じ

峯寺へと概ね尾

根伝いに参詣路が続き、加護坊山から西に尾根道を

たどると、同じく坂上田村麻呂が大同2年（807）に

勧請と伝える高
た か て ら

天良神社（主祭神：塩土老翁神）を

経て、新田柵推定地（興野1961）近くへと出る。新

田柵跡推定地周辺には土塁状の高まりが広域に残

されており、すでに発掘調査（宮城県教育委員会

1991・1992、大崎市教育委員会2007ほか）も行われ

ている。箟岳丘陵の尾根筋を東西に結ぶ経路は眺望

にも優れており、軍事上も重要な要衝と位置付けら

れていた可能性があろう。

５．まとめ

　航空レーザー測量技術に基づく赤色立体地図は、

樹木で覆われてみることができなかった表層地形を

可視化する新技術であり、今後の活用が大いに期待

される。土塁などの可能性が考えられる遺構につい

ては、さらに踏査やボーリング調査、あるいは試掘

調査等によって補完が必要なことも付記しておく。

図12　涌谷町上郡・下郡周辺の遺跡
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６．おわりに

　本稿を草するにあたり、黄金山神社・飯野山神社・

石巻市教育委員会・涌谷町教育委員会・宮城県多賀

城跡調査研究所からは特段の御配慮を賜った。ま

た、国土交通省国土地理院からは地形図・1961年

空中撮影写真、アジア航測株式会社からは赤色立体

地図を提供していただいた。佐々木茂楨氏・藤原二

郎氏・車田敦氏からは、日向館跡はじめ加護坊山・

箟岳山に関して再三の御教授を賜った。記して、謝

意を表するものである。

　なお、本研究の一部は平成24 ～ 27年の科学研究

費補助金基盤研究（B）24300262「東日本大震災から

の復興を支援する科学コミュニケータ養成プログ

ラムの開発と実践」（研究代表者：谷口宏充）によ

る。口絵２・３及び図４右A ～ Eは、国土地理院

による震災直後の航空レーザー測量による高精度

標高データを使用した赤色立体地図（Chiba, T. and 

Hasi, B. 2016）+標高段彩図を原図とする。

【註】

１）	「桃生郡」の初出は『続日本紀』宝亀２年（771）の「陸
奥国桃生郡人外従七位下牡鹿連猪手賜姓道島宿祢」
である。桃生郡内では、唯一太田村だけが、嘉永３
年（1850）の書上に「上郡山」の屋敷名を記している

（桃生町史編纂委員会1988）が、この地名は現存せず、
桃生郡家の所在地は不明である。

２）	 頂部平場の南西側に壇状遺構、西側に空堀跡などが
残されている。黄金奉行として入来した大嶽日向守
の居館とも伝える。別称「日向守館」。

３）	 旧妙見社地であるが、「この北斜面一帯のだんだん畠
と、田圃を距てた向側、即ち北の丘の南東斜面一帯
に、土師器・須恵器が散布してある。土器の様式上
奈良時代のものであって聚落址と考へられる。」（佐々
木敏雄1958）とされる。

４）	 明治初年に神明社に改められた。もとは妙見宮と称
した。天正19年（1591）に亘理氏移封の時に氏神の
妙見宮を将来した。右宮の塩竈社、左宮の多賀社が
地主神の名残りをとどめている。

５）	 伊東は中山柵擬定地に遠田郡涌谷町箟岳山、登米郡
米山村中津山、桃生郡河南町佳

か

景
け

山
やま

の３説を上げ、
中津山説を有力とした。
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